
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊前夜祭＊  

【前夜祭】今年も前日（17 日）の夕方から前夜祭を

行いました。恒例の「ミス・ミスターコンテスト」

「カップルコンテスト」「カラオケ大会」はもちろ

ん、新たに「軽音部のライブ」を加え、前夜祭は大

いに盛り上がりました。	 

＊模擬店＊  

【模擬店】ゼミナールや部活動を中心に、今年は５

３団体の皆さんが模擬店から、大学祭を盛り上げて

くれました！出店数は過去最大！！！フランクフ

ルト、たこ焼き、やきそば、牛串、チョコバナナ…

どれもおいしそうなものばかりでした！	 

	 また、今年は「Ｍ－１グランプリ」（模擬店のナ

ンバー１を決めるイベント）も行われ、出店するだ

けでなく、チームワーク・おもてなしなどの評価で

模擬店の頂点を競い合いました。学生だけでなく、

大学祭に足を運んでくださった方など、多くの投票

で決定させていただきました。	 

＊ＦＬＯＷライブ＊  

＊東国原英夫氏   トークショー＊  

【トークショー・ライブ】18 日（土）には、総合経

営学部の学友会主催による「東国原英夫氏によるト

ークショー」が行われました。19 日（日）には、「Ｆ

ＬＯＷ」による、ライブが第一体育館を会場に行わ

れました。	 

＊スポーツフェスティバル＊  

【学科の催し】スポーツ健康学科 2 年生による、「ス

ポーツフェスティバル」が行われました。また、学

科の特色を生かした催しとして、健康栄養学科によ

る「1 日限りのレストラン」も大盛況でした。多く

の方に足を運んでいただくことができました。	 ＊サッカーフェスティバル＊  

【サッカーフェスティバル】今年初めての試み、サ

ッカー部による「サッカーフェスティバル」。未就

学児～小学校２年生までを対象に、18 日・19 日の

２日間行われました。楽しそうにサッカーをしてい

る姿が、とても印象的でした！	 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊Fashion  Show  ～Individuality  jewel～＊  

【ファッションショー】松本理容美容専門学校さんとファッションサークルのコラボレーション企画です。

衣装はもちろん、演出まで細かくアイデアを凝らしたショーになりました。また、松本理容美容専門学校さ

んのヘアアレンジやメイクなどのバックアップもあり、一段と華やかなショーになりました。	 

＊バザー＊  

【バザー】２年ぶりとなる復活企画「バザー」。開

始時間を前に、教室前には予想をはるかに超える長

蛇の列ができました。大学周辺にお住いの方にご協

力していただいたおかげということもあり、大繁盛

で終えることができました。	 

【５０ｍ太巻き】４号館の端から端に並べられた海

苔に、酢飯が敷き詰められ、そこに、卵・きゅうり・

かんぴょうなどの具材をのせていきます。そして、

全員が「せーの！」の声で息を合わせて巻いていき

ました。色鮮やかで綺麗な太巻きが完成しまし

た！！！楽しんでいただけた企画でした。	 

＊５０ｍ太巻き＊  

＊ウッドデッキ   イベント＊  

【ウッドデッキ】チーム対抗戦や、部活の活動発表、

ビンゴ大会、吹奏楽部の発表に加え、今年は、波田

少年少女合唱団の皆さんによる発表、ひみつのア

ッコちゃん～１日だけの	 

魔法～（仮装大賞）が、新たに加わりました。	 

【花火】後夜祭終了後に

は、花火が打ち上げられ

ました。あっという間の

２日間にどんな思い出が

残りましたか？	 

【後夜祭】抽選会が行われました。また、サプライ

ズとして、ハリセンボン・天津・こてつが駆け付け、

大学祭の最後を盛り上げてくれました。	 

＊後夜祭＊  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	 

この２日間、多くの方が「第４８回梓乃森祭」へ足を運んでくださったこ

と、そして、会場を盛り上げ、築いてくださったことに深く感謝いたします。	 

今年のテーマ、「あのー、隣あいてます？～きっかけはココから～」には、

様々な思いを込めました。大学祭を通して学生の皆さん、地域の方々に多く

の人との「出会い」を大切にしてほしいという大きな想いがありました。そ

れだけでなく、話しかける少しの勇気が、大きく仲間の輪を広げる可能性に

繋がるなど、新しい芽が生まれてほしいと思う希望も込めました。	 

多くの人と人とが繋がること、学内外の人々の中で、学祭があったから仲

良くなれた、友達が増えた、と学祭を終えて感じてもらえたら嬉しいです。	 

こうして振り返ってみると、『本当に多くの方のご協力があったからこそ、

長い歴史の中の４８回目の大学祭を終えることができたのだ・・・』と感謝

の気持ちが大きくなります。学友会の皆さんをはじめ、学友会スタッフ・学

祭局員を合わせると、約 100 名の学生に協力していただきました。また、模

擬店やゼミ展示・イベント出演などを通して、大学祭の雰囲気を盛り上げて

下さった学生の皆さん、運営に関わってくださった企業の皆様、夜遅くまで

活動に理解をしてくださった職員の方・警備員さん、ご理解いただいた地域

の皆様・・・。数えきれないほどの感謝で、支えられていたことに、胸がい

っぱいです。	 

48 回の梓乃森祭が、皆さんの心の中に、ずっと残りますように。	 

学祭局長	 


